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原著

免疫神経内分泌学的側面からみた消化性潰房

一｢免疫-脳-胃腸」軸から捉えた全身病としての消化性潰房一

上原聡1）久保田達也2）釈文雄2）森谷満2）

要旨消化管はストレスの影響を最も受けやすい臓器である。1930年代にスト

レス学説を提唱したHansSelyeは，ストレス生体反応として，消化性潰傷の発生，

胸腺の萎縮および副腎皮質の肥大の３徴候を指摘しているが，これらの生体反応は

｢免疫-神経-内分泌系のクロストーク」という観点から捉えることもできよう。我々

はこの視点に立ち，消化性潰傷の病因・病態に関する免疫神経内分泌学的研究を展

開してきた。そして，インターロイキンー１（IL-1）が抗潰蕩作用および胃酸分泌・

胃運動抑制効果を発揮する事実を見出した。しかも，ＩＬ－ｌはストレス潰傷ばかりで

なく，非ステロイド系抗炎症剤やエタノールといった薬剤性胃粘膜傷害に対しても

胃粘膜保護作用を発揮することがわかった。これらの成績は，免疫系が消化性潰傷

の病態に関与することを示すと同時に，生体内で抗潰傷薬が産生されることを意味

するわけであり，潰傷治療を考える上で興味深い知見である。本稿では，消化性潰

傷の成因と発症機序について免疫神経内分泌学的観点から考察しつつ，消化性潰傷

を「免疫-脳一胃腸」軸を含む全身病として捉えることの重要性を強調したい。
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はじめに

古くから「胃腸は心の鏡」といわれるように，

消化管は精神的ストレスの影響を最も受けやす

い臓器である。ストレスが関与する消化管病変

は多いが，そのなかでも消化性潰傷は代表的疾

患といえる。1930年代にストレス学説を提唱し

たHansSelyeは，ストレスによって生じる生

体反応として，消化性潰傷の発生，胸腺の萎縮

および副腎皮質の肥大の３徴候を指摘してお

り')，当時からストレスと消化性潰傷の密接な

関連性が注目されている。

ストレス学における近年の大きな進歩とし

て，神経内分泌系(脳)と免疫系(生体防御系)と

の間に存在する相互機構の発見があげられよう。

即ち，神経内分泌系で産生される脳ホルモンが

免疫機能を調節すること，逆に免疫系で産生さ
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